
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

三

五

三

号

国
勢
調
査
に
み
る
生
産
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

353



国
勢
調
査
に
み
る
生
産
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
月
二
十
九
日
、
総
務
省
が
公
表
し
た
二
千
十
年
国
勢
調
査
の
抽
出
速
報
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
の
割
合
は
二
十
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
人
口
の
割
合
は
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
世

界
最
高
と
最
低
を
更
新
し
、
先
進
国
の
中
で
日
本
の
少
子
高
齢
化
が
最
も
速
い
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
労
働
力
人
口
は
五
年

間
で
三
百
万
人
減
少
し
六
千
二
百
四
十
万
人
と
な
り
、
か
つ
て
高
度
成
長
期
に
は
現
役
世
代
十
一
・
五
人
で
一
人
を
支
え
れ
ば

よ
か
っ
た
が
、
現
在
は
二
・
八
人
で
一
人
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
現
行
の
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
現
役
世
代
及
び
企
業
の

負
担
へ
の
依
存
が
最
早
限
界
に
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

高
齢
化
は
都
市
部
よ
り
地
方
が
深
刻
だ
が
、
一
般
世
帯
の
一
世
帯
あ
た
り
人
数
は
東
京
都
が
二
・
〇
五
人
と
最
も
少
な
い
。

こ
れ
は
約
半
分
の
世
帯
が
一
人
暮
ら
し
か
夫
婦
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
県
別
の
人
口
動
態
を
み
た
場
合
、
首
都
圏
は
高
齢

化
率
が
二
十
か
ら
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
留
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
後
に
お
い
て
一
人
暮
ら
し
が
急
加
速
す
る
こ
と
を
孕

ん
で
お
り
、
孤
独
死
の
危
険
性
を
極
め
て
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
就
業
者
人
口
に
つ
い
て
は
、
医
療
・
福
祉
が
平
成
十
七
年
比
で
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
伸
ば
し
、
六
百
十
六
万
人
、
製
造

業
、
建
設
業
は
現
民
主
党
政
権
の
「
雇
用
空
洞
化
政
策
」
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
の
政
策
」
の
影
響
を
被
り
、
そ
れ
ぞ

一



れ
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
、
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
、
建
設
業
な
ど
地
方
の
雇
用
を
支
え
て
き
た
産
業
か
ら
医
療
・
福
祉
へ

シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ま
で
開
発
と
大
規
模
な
設
備
投
資
に
弛
ま
ぬ
努
力
を
し
、
輸
出
に
貢
献
し
て
き
た
製

造
業
や
、
地
方
に
お
け
る
雇
用
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
る
建
設
産
業
な
ど
、
生
産
性
の
高
い
産
業
を
支
援
し
現
役
世
代
の
労

働
生
産
性
を
高
め
、
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
効
率
化
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
の
総
務
省
が
公
表
し
た
二
千
十
年
国
勢
調
査
の
抽
出
速
報
集
計
結
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
県
別
の
人
口
動
態
を
み
た
場
合
、
首
都
圏
は
高
齢
化
率
が
二
十
か
ら
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
留
ま
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
今
後
に
お
い
て
一
人
暮
ら
し
が
急
加
速
す
る
こ
と
を
孕
ん
で
お
り
、
孤
独
死
の
危
険
性
を
極
め
て
憂
慮
す
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

か
つ
て
高
度
成
長
期
に
は
現
役
世
代
十
一
・
五
人
で
一
人
を
支
え
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
現
在
は
二
・
八
人
で
一
人
を
支
え

る
こ
と
に
な
る
。
現
行
の
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
現
役
世
代
及
び
企
業
の
負
担
へ
の
依
存
が
最
早
限
界
に
き
て
い
る
と
考

二



え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

民
主
党
の
円
高
に
対
す
る
無
策
、
雇
用
空
洞
化
政
策
を
嫌
い
、
我
が
国
製
造
業
企
業
の
海
外
事
業
展
開
が
さ
ら
に
進
ん
だ

場
合
、
国
内
の
中
小
・
零
細
企
業
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
生
産
性
は
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
と
見
る

の
か
、
菅
内
閣
の
明
確
な
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
建
設
業
な
ど
地
方
の
雇
用
を
支
え
て
き
た
産
業
か
ら
医
療
・
福
祉
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
専
門
・
技
術
職
や
サ
ー
ビ
ス
職
な
ど
の
雇
用
が
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
一
方
、
求
人
側
の
求
め
る
技
能
・
能
力
と
か
み
合
わ
な
い
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
失
業
が
、
完
全
失
業
率
の
七
割

以
上
を
占
め
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
現
役
世
代
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
地
方
に
お
け
る
雇
用
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
る
建
設
産
業
を
守
り
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
人
も
大

切
で
あ
る
」
と
の
姿
勢
を
示
し
、
併
せ
て
生
産
性
の
観
点
か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
社
会
資
本
の
前
倒
し
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
早
急
に
必
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。
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